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泰有社が発行する創造拠点の最新ニュース

私
た
ち
は
不
動
産
事
業
を
と
お
し

て
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

泰
有
通
信
で
は
入
居
ア
ー
ティス
ト
・

ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
活
動
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
は
入
退
去
の
動
き

が
大
き
く
あ
っ
た
1
年
と
な
り
ま
し

た
。vol.7

で
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
や
や

下
火
と
な
っ
た
入
居
者
同
士
の
交
流

を
活
性
化
す
る
た
め
に
、あ
ら
た
め

て
泰
有
社
物
件
の
入
居
者
を
一
挙

に
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、新
入
居

者
の
日
々
の
仕
事
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す

る
紙
面
も
あ
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
泰
生
ビ
ル
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
で
あ
る
岡
本
真
さ
ん（
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
・
リ
ソ
ー
ス
・
ガ
イ
ド
株

式
会
社
）と
後
藤
清
子
さ
ん（
株
式

会
社
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ル
ー
ム
）、
そ
し
て

泰
有
社
に
よ
る
、
関
内
エ
リ
ア
の
コ

ミ
ュニ
テ
ィ
を
考
え
る
特
別
鼎
談
も

収
録
。
独
自
の
経
済
圏「
マ
イ
ク
ロ

関
内
」を
つ
く
る
ア
イ
デ
ア
と
対
話

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
泰
有
社
のThreads

（
ス
レ
ッ

ズ
）公
式
ア
カ
ウ
ン
ト（＠

taiyusha

）

を
2
0
2
4
年
1
月
に
開
設
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
各
拠
点
や
入
居

者
の
ニュ
ース
を
お
届
け
し
て
い
き
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

編
集
部　

今
年
は
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
さ
ん
や

マ
ツ
モ
ト
コ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
ス
タ
ー
ズ
さ
ん

の
よ
う
な
古
株
が
退
去
さ
れ
、
一
方
で
新

し
い
入
居
者
も
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
ね
。

伊
藤　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
す
よ
ね
。
特
に

泰
生
ポ
ー
チ
は
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
し
て

借
り
て
い
る
方
が
多
い
。
そ
う
い
っ
た
方

に
打
撃
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
た
だ
、

新
し
い
方
が
う
ち
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
空

室
情
報
を
見
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
共

感
し
て
来
て
く
だ
さ
っ
た
。
や
っ
て
い
る

価
値
が
あ
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

水
谷　

入
退
去
は
常
に
あ
る
こ
と
で
止
め

ら
れ
な
い
の
で
。
た
だ
、
こ
う
い
う
流
れ

を
継
続
で
き
る
の
が
一
番
い
い
こ
と
で
す

ね
。

編
集
部　

関
内
で
は「
オ
ン
デ
ザ
イ
ン
イ

ッ
カ
イ
」の
存
在
感
が
強
ま
っ
て
お
り
、

そ
の
ほ
か
に
も
、
ま
ち
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

に
な
る
よ
う
な
方
が
現
れ
て
い
ま
す
。

伊
藤　

僕
た
ち
の
力
で
は
な
く
て
、
入
居

者
の
力
が
大
き
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
た
だ
、

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

の
方
に
向
け
て
、
い
か
に
間
口
を
開
け
て

お
く
か
は
長
年
も
ち
続
け
て
い
る
テ
ー
マ

で
す
。
不
動
産
の
慣
習
を
と
っ
ぱ
ら
っ
て
、

皆
さ
ん
の
活
動
を
広
げ
ら
れ
た
ら
と
思
っ

て
い
ま
す
。

編
集
部　

最
近
は
各
エ
リ
ア
で
若
手
世
代

も
頑
張
っ
て
い
ま
す
ね
。

伊
藤　
「
一
般
社
団
法
人
か
ら
こ
そ
B
O 

X
」や
、「
さ
く
ら
W
O
R
K
S〈
関
内
〉」、

「
ニ
ュ
ー
ヤ
ン
キ
ー
ノ
タ
ム
ロ
バ
」な
ど

の
若
い
子
た
ち
は
、
僕
た
ち
世
代
と
は
違

う
視
点
が
あ
り
ま
す
。
今
の
人
た
ち
の
カ

ル
チ
ャ
ー
を
生
み
出
し
て
ほ
し
い
。
世
代

交
代
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
ね
。

水
谷　

ま
ち
の
先
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

若
い
人
た
ち
が
最
も
大
切
で
す
。
私
は
横

浜
信
用
金
庫
の
会
長
も
や
っ
て
い
ま
す
。

信
金
と
弘
明
寺
商
店
街
の
交
流
会
で
、「
ア

キ
ナ
イ
ガ
ー
デ
ン
」の
梅
村
さ
ん
・
神
永

さ
ん
か
ら
、
商
店
街
の
方
に
向
け
て
新
し

い
考
え
方
を
共
有
し
て
ほ
し
い
ん
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
も
刺
激
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
今
後
は
弘
明
寺
と
関
内
の
交
流

や
つ
な
が
り
を
つ
く
る
こ
と
も
課
題
で
す
。

編
集
部　

抱
負
や
目
標
は
ご
ざ
い
ま
す
か
。

伊
藤　

コ
ロ
ナ
禍
や
能
登
の
震
災
、
戦
争

な
ど
、
２
〜
３
年
先
の
こ
と
も
見
通
せ
な

い
世
の
中
で
す
。
だ
か
ら
今
は
目
の
前
の

こ
と
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
は
、
空
室
に
な
っ
て
い
る
部
屋

を
も
っ
と
ク
リ
エ
イ
タ
ー
の
方
に
よ
り
よ

く
使
っ
て
も
ら
え
る
発
信
を
考
え
な
い
と

い
け
な
い
で
す
ね
。

水
谷　

今
は
経
済
や
株
価
の
高
騰
が
加
熱

し
て
い
ま
す
よ
ね
。
た
だ
、
も
っ
と
小
さ

な
企
業
や
個
人
が
実
感
す
る
経
済
状
況
が

よ
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
コ
ツ
コ
ツ
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
で

す
ね
。

オ
ー
ナ
ー
が

2
0
2
3
年
度
の
で
き
ご
と
を

振
り
返
り
ま
す
！

株式会社泰有社
水谷浩士×伊藤康文

新入居者ファイル

株式会社
CES.緑研究所

NEW!

https://taiyusha.co.jp/

写真：大野隆介

2023年に入居したさまざまなスペシャリティをもつ人たちをご紹介！
「入居者ファイル」シリーズとして、随時ウェブに掲載予定

トキワビル シンコービル シンコービル

社名は「Culture」、「Environment」、「Space」の頭
文字。ランドスケープアーキテクストとして、「2027
年国際園芸博覧会」の開催の盛り上げに取り組む。

古着の良さは歴史や人情を感じられるところ。
ヴィンテージマンションの存在感を生かした
オーラのある古着屋。

横浜のアートシーンで知り合った二人が代表。
自分で企画したり考えたり、実行したりする
人たちが定期的に集える場所。

UGETSU
Stamina 

Art Company

後藤清子（以下、後藤）　泰生ビルの5階に保育
所のピクニックナーサリーを開所したのと同

じころ、同ビルの2階にピクニックスクールと

いう学童のような場をオープンしました。そ

こでは子どもたちになんらかのコンテンツを

提供していたのですが、その後、泰生ポーチ1

階に移ってピクニックスクールを展開してみ

ると、なにもしなくても場がもつような独特

の感覚がありました。

　以前、ジャック＆ベティで『ニューヨーク公

共図書館 エクス・リブリス』が上映され、岡本

さんのトークイベントを聞きました。それを

機に、図書館の可能性を考えるようになり、岡

本さんともよくお話するようになったのです

が、この「なにもしなくてもいい空間」の必要

性に意気投合して。図書館には本があるので、

子どもがなにもしなくても居やすくなります。

ピクニックスクールと図書館を掛け合わせ、

と言って止めるやつがいない。そこがブレイ

クスルーをつくるんです。日本各地で仕事を

していますが、横浜のいろんな地域を見ていて

「いいねぇ、歴史のない街って」と思います。

伊藤康文（以下、伊藤）　泰有社は弘明寺のGM2
ビルで「ニューヤンキーノタムロバ」というシ

ェアハウスを、YADOKARIさんと一緒に運営

しています。入居は1年間限定。年度末に集

大成の「ゼロフェス」という卒業展示で、1年の

クリエイティビティの成果を発表するのです

が、やはり20代の力を感じるんです。僕たち

もうすこしポピュラーなかたちで、関内のち

ょっとしたスペースで展開してみたいねと対話

してきました。

岡本真（以下、岡本）　自分自身の子ども時代は、
両親が共働きだったので、地域社会のご近所

づきあいのなかで育てられたんです。実家は

金沢区の新興住宅地でしたが、祖父が緊急入院

したら、裏の小林さんにあずかってもらうと

いった関係性が、50年前でもありました。こ

ういった支え合いのような仕組みを、現代の社

会で考えられないか。私には子どもがいませ

んが、今は子どもをもたない選択をする夫婦も

多い。そういった人たちが、コミュニティに関

わる仕組みづくりに関心がありました。

　子育てを支える場をつくることは大事です。

かといって、公金や税金に期待することには

現実味がないとも思っています。今の時代な

らではの経済圏をどうつくっていくのか、考え

ていく必要がありますね。

　もうひとつ、子どもにとって大事なのが、意

思決定をさせること。これは若い世代につい

ても同じです。20代のころはYahoo!で仕事を

していましたが、孫正義さんは20代の若者に

権限をもたせて、好き勝手にやらせてくれまし

た。めんどくさい年寄りがいないのは、事業が

うまくいく一番の理由なんです。「世の中は」

り」を、ここから発想していただく可能性もあ

るかもしれませんね。

後藤　この1年半ぐらいで、創造都市のシンポ
ジウムにいくつか出演しましたが、泰有社さ

んの貢献は半端ないんだなということをあら

ためて感じたんです。4つのビルにクリエイタ

ーが集積しているので、規模感のあるコミュ

ニティが形成されている。私たちピクニック

ルームは、そこに保育という福祉的な要素を

担保しているので、クリエイターご夫妻が家

族ぐるみでコミュニティに関われるようにも

なりました。コミュニティそのものが、かな

り熟成してきている。そろそろ意図的になに

かを仕掛けていく段階に差し掛かっているか

もしれません。

　泰生ポーチの1階は、じつは地域のシニアク

ラブのレクリエーション会や、関内まちづくり

振興会、町内会、商店会などの集まりにも使わ

れているし、子ども食堂もやっているので、街

の中になくてはならない場になっています。

一方で、若い世代の人たちも、この場所や関内

さくら通りを自由に使いはじめている状況も

あるんです。泰生ビルを牽引するオンデザイ

ンパートナーズの若手や、さくらWORKS〈関

内〉の姜美宇さん、一般社団法人からこそBOX

の瀧脇信さんなどが、自主的にイベントをひ

らくようになっている。今まで私がやってい

た道路占有許可の申請なども、若手が進めて

いるんですよ。そういう動きは大切にして、一

緒に盛り上げていきたいですね。

岡本　スタートアップが一大ブーム化している
東京との違いを、もっと意識してもいいと思う

ゃんとつくることが必要だと思っていて。

　今の時代、年金が返ってくる保証もない。国

に預けるより、地域に投資しようという考え

はそもそも合理的だと思うんです。

後藤　おもしろいですね。泰生ポーチ1階の活
用について「アイデアソン」を開催して、優秀

なアイデアを出した人には家賃を免除する企

画もいいですね。

伊藤　「横浜」という単位で考えると大きすぎて
経済圏のイメージがわかないのですが、「関内

村」みたいな感じで考えてみると、細分化され

た経済圏としてもイメージがもちやすくなり

ますね。

後藤　「セントラル関内」という言い方がある
のですが、「マイクロ関内」のほうがしっくり

くるんですよね。少子高齢化で先行きが見え

ないなか、ここ関内では、市や公共が仕掛けた

ことを超えて、コミュニティがちゃんと自走

している。生きていきやすい、わくわくできる

日常があるっていうことを、もっと発信して

いきましょう！

んです。このほどほどにぬるいと言えばぬる

いスピード感も、横浜ならではだとも言える。

横浜独自の経済圏を考えていったほうがいい。

　たとえば最近、オンデザインの若い人たち

と一緒に仕事をすることが多いですが、多少

ウザがられたとしても、自分の経験や技術を

投資として、伝えていくように心がけています。

このようにして地域の若い人たちの才能の発

掘に関わっていけば、老後の自分の居場所を

考えたとき、縁の薄い親戚よりも大きな担保

になるかもしれないと思っています。

伊藤　本当にそうですね。偉そうに教えるの
ではなくて、僕も自分が生きてきた過程を若

い人たちに話す機会が増えています。共感し

てくれる若者もいて、今では弘明寺のお父さ

んと言われたりもして（笑）。

　家賃が抑えられたり、リノベがしやすかっ

たりといったことをきっかけに、クリエイタ

ーやアーティスト、若い世代の人たちとご縁

があって。こんなに交流の機会があるオーナ

ー会社はなかなかないと思うんですけど、自

分が好きだからやっているし、仲間に入れて

もらっているような感覚があります。

岡本　このコミュニティに「金融」をかませた
いんですよね。やはり地方経済においては、地

域金融機関、特に信金の力が大きい。関内エリ

アには、小口の再投資モデルをつくることが求

められているんじゃないかと思っています。

たとえば老後は2,000万円の貯蓄が必要だと

言われる時代ですが、ほんとうに必要なんでし

ょうか。この先使われることのないムダ金に

することなく、マイクロキャッシュの流れをち

「これからの経済圏」関内から考える特別鼎談

伊
藤
康
文

伊藤康文
株式会社
泰有社

岡本
真

後藤清子

「図書館」と「子育て」。それぞれの専門性から関内における

「子どもの居場所づくり」について議論を重ねてきたお二人と、

泰有社の鼎談企画。熱い対話は、東京でも横浜でもなく“関内”

というマイクロコミュニティならではの「これからの経済圏」へと

展開しました。その一部をお楽しみください！

50代は、僕たちのカルチャーをつくってきま

したが、20代がつくるカルチャーには絶対に

口出しちゃいけないなって。タムロバでは、

彼らが自由にできる土壌をつくることが仕事

だなと、つくづく思いますね。

　泰生ポーチの1階は、これまで飲食の人たち

や、共同事業体のようなかたちで運営してき

ましたが、いまだ使い方は模索中です。お二

人が考えているような「子どもの居場所づく

聞き手・執筆：及位友美（voids）

岡本真
アカデミック・
リソース・ガイド
株式会社
（arg）

後藤清子
株式会社

ピクニックルーム

単共著に『未来の図書館、はじめます』等。
「学問を生かす社会へ」をビジョンに、産官学民融合による「共創」「共治」を模索。

2009年、アカデミック・リソース・ガイド株式会社（arg）を設立。
ヤフー株式会社でYahoo!知恵袋をプロデュース。

1973年生まれ。国際基督教大学卒業。

2019年からは地域食堂「さくらホームレストラン」も運営。
翌年放課後児童向け事業「ピクニックスクール」を開設。

同年企業主導型保育事業「ピクニックナーサリー」、
2017年株式会社ピクニックルームを設立、

制作会社等を経て、2016年より子育て支援事業へ参入。

ヴィンテージビルの付加価値向上、まちづくりに尽力している。

泰生ビル、泰生ポーチなどのヴィンテージビルの再生マネジメントや、
弘明寺で「ニューヤンキーノタムロバ」を始動。

自社物件のリーシングや総合的分野を担当。
1998年に株式会社泰有社へ入社し、現在取締役。

1967年生まれ。神奈川県出身。

横浜・関内地域を中心に、まちづくりを担う。



関内エリアに4棟、

多様な人たちが
さまざまな目的で使える空間を提供する泰有社。1966年の創業以来、「まちの大家」として、

「人が主役」の不動産オーナー業を目指してきました。今号では全ビルの入居者の皆さまをご紹介します。

弘明寺エリアに3棟のビルを所有し、

泰
生
ポ
ー
チ

関 内

シ
ン
コ
ー
ビ
ル

キ
ト

ワ
ビ
ル

関 内

「small is better!」がコンセプト。
フリーランスやスタートアップ企業が個性的な活動を展開中。

隔月で共有部
屋の311号室

に「住民会」で
集合！

新たな化学反
応が生まれて

います。

現代美術家のスタジオや、クリエイターのシェアハウスも。古き良き弘明寺に新しいカルチャーをもたらします。

キーワードは「シェア」と「世代交代」。
新しい生活スタイルの発信拠点になっています。

ビルが
活きれば

まちが活
きる。

関内エリ
アのまち

づくりの
キーパー

ソンが
集まりま

す。

G
M
2
ビ
ル

弘明寺

G Mビル

水谷ビル
弘明寺

泰
生
ビ
ル

関 内

！介紹挙一

、者居入
のル

ビ社有
泰

集合写真：
大野隆介

１F-B

飲食店

勝すし
１F-C

飲食店
焼肉豪じ

１F-
D

美容
室

ヘア
ーサ
ロン
 レオ
ン小
山２F 202、203、205

造園事業

一般社団法人神奈川県造園業協会

３F 3
01

美術
Stam

ina A
rt Co

mpa
ny

３F 305

美術品修復、絵画修復教室

特定非営利活動法人美術保存修復センター横浜

202

鍼灸、あ
んま、マ

ッサー
ジ指圧はりきゅ

うマッサ
ージBe

e

203、204

食品販売

旅するコンフィチュール

302

不動産、遺品整理・不用品回収

株式会社 横浜アストレア

303

日本画の保
存、アートマ

ネジメント加山

304

写真、アート

SITE BAY YOKOHAMA
401

まちづくり、
ITシステム制

作NPO法人ハマ
のトウダイ、

（株）アップテ
ラス

403

建築、住宅、インテリア、まちづくりほか

TDLアーキテクツ＋上野正也

101

バー
ダイニ

ングバ
ー yo

u

102

居酒屋

㐂楽(kiraku)

103

カフェ＆
バー

I’m ho
me

105

飲食店

天富

106

建築設
計事務

所オンデザ
イン イッ

カイ 107

飲食店、カフェ
レストラン喫茶 ぷら

む

201

教育、ものづくり

ファブラボ関内

202
株式会社リーフコーポレ

ーション

２F K、
L、M、N

建築設
計事務

所株式会
社オンデ

ザインパ
ートナー

ズ

301

アートスタジオ、デザイン、まちづくりほか

トビラ株式会社

305
有限会社榮次郎

商会
306

美容室
アトリエ

Kumik
o

307

子育て、まちづくり

株式会社ピクニックルーム

308

写真、映像制作ほか

株式会社ファーストブレイク

309

美容室
有限会

社クー
プ・ド・

ジュー
ル

310、311
建築

COSMOS 秋山立花

401

アート、デザイン、写真、編集・執筆ほか

株式会社横浜デザインプロダクション

403
有限会社ユーワ・コーポレーション

405

歴史的資産の保全活用、
調査研究

公益社団法人 横浜歴史資産調
査会

407

建築、教育、まちづくり、図書館プロデュースほか

アカデミック・リソース・ガイド株式会社（arg）

409

建築設計事務
所

株式会社オンデザ
インパートナー

ズ

410

アーティスト滞在施設

BankART Residence

411

WEBデザイ
ン、制作ほか

チーム45カイ
株式会社

501
有限会社足立寛事務所

505

労働組合事務所

富士シティオ株式会社労働組合

506

シェアオフィス、まちづくり、アート、デザインほか

自在関内オフィス／アートスペース「と」関内

まちづくり、アート、デザイン、若者支援ほか

一般社団法人からこそBOX 509

NO
Az

404

国際
人材
紹介
、オー

ガニッ
ク商
材販
売、H

P制作
ほか

株式
会社B

RAIS
T

1F-1

金券買い取り、販売

金券ショップ ロイヤル

1F-2

バー
Bar H

UG
1F-3

飲食店

常磐町うどん 頑陣別邸

1F-4

バー
Bar Out

law

1F-5

バー

icharibal@home 関内
1F-6

居酒屋
大衆酒

場 亀
松

1F-7

飲食店

松屋 関内ベイスターズ通り店

1F-8

美容
室

ビュー
ティー

ニシィ
ムラ

2F 105

アートギャラリー
アートコネクトヨ

コハマ

2F 109

ビルメンテナンス、リフォーム

三洋メンテナンスサービス株式会社

2F 112

建築設計事務所

前田篤伸建築都市設計事務所

3F 209

電気工事業
有限会社共和計

電

3F 211

ヴィンテージ、ア
ンティーク時計販

売、修理ほかきよみのアンティ
ーク

4F 301
株式会社YOS

HIMURA
4F 303-a

テンペラ画家

MERINO

4F 303-b

布花標本アトリエ、ギ
ャラリー

utopiano fabric flow
ers

4F 305

ランドスケープ

株式会社CES.緑研究所

4F 308、309、3
10

住居支援、就労
支援ほか

NPO法人さがみ

4F 312

ブランディング、ランドス
ケープ、建築

合同会社HOC

１F-A

ドラッグ
ストア

クリエイ
トS・D弘

明寺観音
通り店

２F-C

オルタナティブスペース

アートスタジオアイムヒア／GM2ギャラリー

２F-B

ダンス
スクー

ル渡辺ダ
ンスス

クール
24

2F-D

アートスタジオ

アートスタジオアイムヒア

3F-A

アートス
タジオ

Meiro 
Koizum

i
3F-C

ダンススタジオ

スタジオZERO

4F-A

不動産業

泰有社 本社

4F-B

シェアハウス

ニューヤンキーノタムロバ

105

シェアショップ

アキナイガーデン

401

フォトス
タジオ

Studio
 neutr

al

１F-A

古着屋
UGET

SU
１F-E

居酒屋

海なぎ

４F 401

建築設計
、リフォー

ム、デザイ
ンほかトートアー

キテクツラ
ボ Lab

301

グラフィッ
クデザイ

ナー三浦佑介

編集者、
ライター

佐藤恵美

アートデ
ィレクター

、デザイ
ナー中村ちひ

ろ

リノベー
ション、リ

フォーム有限会社
　月造　月森忍

108

飲食店
四川 天

富園

203

ソーシャルグッドオフィス

さくらWORKS〈関内〉

402

食品製造加工
旅するコンフィチュ

ール（工房）

408

ソーシャルグッドオ
フィス

さくらWORKS〈関内
〉 フリーラウンジ

502、5
07

保育園
株式会

社ピクニ
ックルー

ム／ピ
クニック

ナーサリ
ー

511

アートユニット、シェアスタ
ジオ

似て非works／nitehi fac
tor511

2F 102

不動産業

株式会社FURIKIRI
2F 10

3

アトリ
エ、サ

ロンさち庵
　高杉

嵯知

2F 106、107

建築設計事務所、まちづくりほか

株式会社 櫻井計画工房、
有限会社 悦計画室、NPO法人 横濱ジェントルタウン倶楽部

2F 108

建築設計事
務所、まちづ

くりほか
株式会社 櫻井

計画工房、

合同会社ZEC
U

2F 110

阿部工
房

3F 201

建築設計事務所
SCALA Design Engineers

3F 205

企画、編集
、執筆

株式会社ボイズ
（編集部）

3F 207

編集・出版

株式会社クラフトワークス、モ・クシュラ株式会社

建築設計事務所

古市久美子建築設計事務所

3F 210

グラフィックデザイン、アートディレクション

株式会社ボイズ（デザイン部）

3F 212
ときにわオフィス
環境デザイン・アトリエ、イシマル建築設計室、干場弓子建築計画
建築設計事務所

4F 311

共有部

トキワ311号

２F-A、B
（株）ライム

3F-D、E、
F

税理士事務
所

渡辺篤税理
士事務所

3F 202

建築設計事務所

CHA、北林さなえ建築設計事務所

2F 111

建築、アート、
まちづくり

株式会社 アトリエ
・モビル、

NPO法人 有形デ
ザイン機構

B１F

フィットネスジム、ゴルフ練習場

FAST GYM24 弘明寺、Social Space for infinity

１階（泰生ポーチ フロント）
教育、保育、まちづくり

ピクニックスクール

地域食堂、福祉

さくらホームレストラン
まちづくり、メディア、スペース運営

横浜コミュニティデザイン・ラボ


